
知
夫
村
が
目
指
す
「
豊
か
な
心
を

持
ち
、
創
造
性
に
富
み
、
た
く
ま
し

く
生
き
る
知
夫
の
子
」
の
育
成
の
た

め
に
、
今
後
も
知
夫
な
ら
で
は
の
教

育
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
文
責

田
村
）

【
九
年
間
を
通
し
た
特
色
あ
る

宿
泊
体
験
活
動
】

知
夫
村
の
宿
泊
体
験
学
習
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
自
立
・
感
謝
・
協
力
」

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
泊
体
験
活
動

で
段
階
的
・
系
統
的
に
力
が
つ
い
て

い
く
よ
う
体
験
活
動
に
工
夫
を
し
て

い
ま
す
。

『
ス
テ
ー
ジ
①

は
じ
め
て
の
キ
ャ
ン
プ
Ⅶ
』

七
月
十
五
日(

土)

か
ら
十
六
日

(

日)

に
か
け
て
、
小
学
校
一
～
四
年

生
を
対
象
に
、
一
泊
二
日
の
キ
ャ
ン

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
新
し
い
取
り
組
み
と
し

て
、「
０
円
食
堂
」
を
地
域
の
方
の
協

力
の
も
と
実
施
し
ま
し
た
。
子
供
た

ち
は
四
年
生
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

地
域
の
方
の
お
宅
を
訪
問
し
、
草
む

し
り
や
野
菜
の
収
穫
、
よ
も
ぎ
餅
作

り
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
交
流
し

ま
し
た
。
そ
の
お
駄
賃
代
わ
り
に
、

夕
飯
の
カ
レ
ー
の
材
料
を
貰
っ
て
帰

学
び
舎
と
す
る
地
域
社
会
と
の
つ
な

が
り
の
中
で
、
絆
を
育
み
、
豊
か
さ

と
た
く
ま
し
さ
を
身
に
付
け
て
い
く
、

知
夫
な
ら
で
は
の
学
校
教
育
を
進
め

て
い
ま
す
。

【
学
力
育
成
の
取
組
】

教
育
委
員
会
と
学
校
が
連
携
・
協

力
し
、
学
力
と
学
習
状
況
の
分
析
に

基
づ
く
学
力
育
成
の
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。

学
校
の
授
業
公
開
も
日
常
的
に
行

わ
れ
、
先
生
方
と
派
遣
指
導
主
事
が
、

よ
い
授
業
に
つ
い
て
共
に
考
え
な
が

ら
、
子
供
主
体
の
「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の
授

業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
小
中
学
生
の
島
留
学
の
取
組
】

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
島
留
学
制

度
に
よ
り
、
五
名
の
島
留
学
生
が
知

夫
小
中
学
校
に
加
わ
り
ま
し
た
。

新
し
い
出
会
い
に
よ
っ
て
、
多
様

な
考
え
に
ふ
れ
価
値
観
を
広
げ
る
こ

と
は
、
知
夫
の
全
て
の
子
供
た
ち
の

成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

知
夫
村
教
育
委
員
会
が
取
り
組

ん
で
い
る
教
育
活
動
の
様
子
を
、
派

遣
指
導
主
事
と
派
遣
社
会
教
育
主
事

が
紹
介
し
ま
す
。

【
知
夫
な
ら
で
は
の学

校
教
育
の
推
進
】

小
中
一
貫
校
の
知
夫
小
中
学
校
を

開
校
し
て
、
今
年
度
が
三
年
目
と
な

り
ま
し
た
。
小
学
部
と
中
学
部
の
先

生
が
連
携
し
、
校
内
研
究
を
は
じ
め

と
す
る
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
校
種
の
よ
さ
を

理
解
し
て
、
子
供
の
九
年
間
を
全
員

で
育
て
て
い
く
一
貫
教
育
の
体
制
が

整
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
保
育
所
と
学
校
が
子
供
の

状
況
や
学
び
を
情
報
共
有
し
、
子
供

一
人
一
人
と
丁
寧
に
向
き
合
う
早
期

か
ら
の
特
別
支
援
教
育
体
制
も
整
備

し
て
き
ま
し
た
。

村
の
教
育
施
策
の
「
知
夫
里
島
学

び
舎
構
想
」
に
基
づ
き
、
村
全
体
を

知
夫
村
の
教
育
活
動

る
姿
は
足
取
り
も
軽
く
、
地
域
の
方

に
見
守
ら
れ
て
い
る
安
心
感
を
覚
え

た
よ
う
で
す
。

『
ス
テ
ー
ジ
②邑

南
町
で
泊
ま
ろ
う
』

一
月
に
小
学
校
五
・
六
年
生
を
対

象
に
し
た
、
ス
キ
ー
体
験
・
民
泊
体

験
を
行
う
予
定
で
す
。

『
ス
テ
ー
ジ
③ふ

る
ま
い
向
上
合
宿
』

八
月
二
十
八
日(

月)

か
ら
九
月
二

日(

土)

に
か
け
て
、
中
学
校
一
～
三

年
生
を
対
象
に
、
五
泊
六
日
の
合
宿

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
始
業
式
と
同
時
の
ス
タ

ー
ト
と
な
り
、
夏
休
み
の
生
活
か
ら

学
校
生
活
に
切
り
替
え
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、
買

出
し
・
炊
事
・
洗
濯
と
い
っ
た
家
事

を
す
る
こ
と
で
、「
自
立
」
に
向
け
た

一
歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。
中
で
も
、
職
場
体
験
を
兼

ね
て
一
週
間
の
生
活
を
し
て
い
た
二

年
生
に
と
っ
て
は
、
仕
事
を
し
な
が

ら
自
分
で
家
事
を
し
て
い
く
こ
と
で
、

将
来
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

（
文
責

兵
馬
）

地
域
づ
く
り
に
主
体
的
に
参
画
し

よ
う
と
す
る
人
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
、
積
極
的
に
県
委
託
事
業
を
活

用
し
て
い
る
公
民
館
活
動
を
紹
介
し

ま
す
。

○
海
士
中
央
公
民
館

【
わ
が
と
こ
の
磨
け
ば
光
る

地
域
の
宝
】

（
目
的
）

地
域
資
源
を
介
し
て
、
歴
史
文
化

の
継
承
、
世
代
間
交
流
、
地
域
内
交

流
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
住
民
同
士

の
つ
な
が
り
を
広
げ
、
地
域
づ
く
り

の
担
い
手
育
成
を
図
り
ま
す
。

（
取
組
内
容
）

地
域
資
源
を
活
用
し
て
「
ふ
る
さ

と
再
発
見
ツ
ア
ー
」「
民
話
の
語
り
部

講
座
」「
和
歌
講
座
」「
古
文
書
講
座
」

「
や
き
も
の
制
作
」
な
ど
の
講
座
を

開
催
し
、
地
元
住
民
・
若
者
・
Ｉ
タ

公
民
館
活
動
の
推
進
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ー
ン
者
の
融
合
を
図
り
、
地
域
を
支

え
る
人
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

○
都
万
公
民
館

【
ふ
る
さ
と
再
発
見『

都
万
の
里
』】

（
目
的
）

地
域
と
学
校
を
公
民
館
が
つ
な
ぎ
、

地
域
の
活
力
向
上
と
地
域
課
題
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
歩
と
し
て
、

こ
の
活
動
を
通
し
て
地
域
を
守
る
た

め
の
人
材
育
成
、
次
世
代
を
担
う
人

材
育
成
を
図
り
ま
す
。

（
取
組
内
容
）

★
海
や
自
然
に
親
し
む

「
素
潜
り
漁
体
験
」「
地
元
食
材
の

調
理
」「
ジ
オ
学
習
」「
定
置
網
漁
」「
生

活
体
験
」
を
通
し
て
、
地
域
の
方
と

一
緒
に
小
学
生
が
ふ
る
さ
と
に
つ
い

て
学
ん
で
い
ま
す
。

★
交
流
活
動
で
地
元
に
元
気
を

「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流
」「
素
潜
り

漁
体
験
」「
サ
ザ
エ
刺
し
網
漁
」「
地

元
食
材
の
調
理
」「
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
ツ

ー
リ
ン
グ
」「
ジ
オ
学
習
」
を
通
し
て
、

地
域
の
方
と
中
学
生
が
一
緒
に
交
流

し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
公
民
館
で
も
、
地
域
づ

く
り
に
向
け
た
人
づ
く
り
を
見
据
え

た
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

（
文
責

林
）


